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近
世
に
於
て
、
交
通
量
、
参
詣
量
は
著
し
く
上
昇
し
、
近
世
中
期
、
伊
勢
参
宮
量
が
年
間
四
、
五
十
万
を
記
録
し
た
の
を
始
め
、
中
世
を
遥

か
に
引
離
し
て
各
地
の
社
寺
を
訪
ぬ
る
も
の
が
著
増
し
た
。
そ
の
発
展
に
は
勿
論
も
ろ
も
ろ
の
原
因
が
挙
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
先
づ
近
世

参
詣
の
主
体
勢
力
た
る
農
民
井
に
商
人
の
顕
著
な
成
長
上
昇
が
大
前
提
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
迄
も
な
い
。
更
に
旅
宿
設
備
、
乗
物

の
整
備
、
及
び
山
賊
の
ひ
っ
息
、
そ
の
他
の
交
通
環
境
の
改
善
、
御
師
宿
坊
制
度
の
普
及
、
講
の
発
展
等
の
諸
国
の
累
積
に
依
り
、
江
戸
時
代

の
遠
隅
参
詣
は
、
漸
次
発
展
し
、
や
が
て
未
曽
有
の
盛
況
を
記
録
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
そ
の
反
面
、
江
戸
時
代
と
雄
も
、
参

詣
の
進
展
を
た
え
ず
抑
制
し
て
い
る
否
定
的
条
件
、
障
碍
が
、
全
く
寄
在
し
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
一
般
に
微
弱
で
、
中

世
の
如
く
、
参
詣
発
展
の
前
に
立
塞
り
、
そ
れ
に
甚
大
な
打
撃
を
及
ぼ
す
程
の
強
力
な
も
の
で
協
な
か
っ
た
。
か
か
る
障
碍
の
弱
さ
が
、
近
世

の
参
詣
発
展
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
中
世
参
詣
の
障
碍
が
、
戦
乱
、
山
賊
、
海
賊
、
関
税
等
、
主
と
し
て
社
会
的
、
経

済
的
な
障
碍
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
近
世
で
は
、
こ
れ
ら
は
大
方
解
決
さ
れ
、
代
っ
て
政
治
的
障
碍
、
則
ち
封
建
領
主
的
規
制
が
、
殆
ど
唯
一

の
障
碍
と
し
て
登
場
し
た
の
で
み
の
る
。
こ
の
障
碍
の
質
的
変
佑
こ
そ
、
後
述
の
如
く
、
中
世
か
ら
近
世
へ
か
け
て
の
封
建
制
度
の
発
達
を
反
映

し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
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参
詣
は
、
信
何
行
事
と
し
て
、

一
般
行
旅
に
比
し
概
ね
寛
容
視
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
流
行
佑
す
る
に
つ
れ
て
、
種
々
な
弊
害
を
生
む
に
至
つ

た
。
こ
こ
に
至
り
、
封
建
領
主
は
、
次
第
に
こ
れ
を
放
任
し
得
な
く
な
り
、
或
は
こ
れ
を
制
限
し
、
時
に
は
禁
止
政
策
に
迄
、
踏
み
切
る
場
合

さ
へ
あ
っ
た
。
と
く
に
、
参
詣
の
遊
楽
的
傾
向
の
顕
著
化
に
伴
な
い
、
参
詣
を
無
用
視
し
、
果
て
は
家
族
道
徳
の
破
壊
と
し
て
一
蹴
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
初
頭
来
、
妻
の
物
詣
で
を
戒
め
、
こ
れ
を
離
婚
理
由
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
た
例
が
多
い
が
、
乙
れ
は
夫
へ
の
絶
対
的
忍

従
の
み
を
婦
徳
と
心
得
る
、
妻
の
み
に
苛
酷
な
一
方
的
な
規
定
で
あ
る
が
、
よ
り
消
極
的
な
参
詣
無
用
論
と
も
な
れ
ば
、
早
く
か
ら
か
な
り
広

汎
に
認
め
ら
れ
る
様
で
あ
る
。
既
に
元
禄
以
前
に
は
五
人
組
帳
に
、

て
遠
国
へ
物
詣
ふ
で
弁
順
礼
に
あ
る
き
候
儀
、
可
為
無
用
、
若
無
拠
子
細
有
之
怯
、
前
方
代
官
へ
申
断
、
可
受
差
図
事

と
、
物
詣
で
、
順
礼
を
無
用
視
す
る
一
節
が
掲
げ
ら
れ
る
こ
と
が
、
か
な
り
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
か
む
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
文
の
規
定
は
、
乙
の

後
、
各
地
の
五
人
組
帳
に
も
散
見
さ
れ
る
が
、
元
禄
年
間
、
信
州
上
伊
那
郡
の
五
人
組
帳
で
は
、
上
方
、
奥
州
筋
へ
の
参
詣
を
要
ら
ぎ
る
と
と

と
し
て
い
る
の

i
－
可
叉
同
様
の
趣
旨
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
参
詣
無
用
論
の
発
生
は
、

一
面
に
於
て
、
参
詣
の
敬
慶
な
信
仰
行
事
的

実
質
の
減
退
、
喪
失
に
基
づ
く
と
し
て
も
、
そ
の
主
要
な
根
拠
が
、
長
日
の
留
守
に
よ
る
農
耕
放
棄
弁
に
少
な
か
ら
ぬ
経
済
的
支
出
、
叉
そ
れ

に
由
り
将
来
さ
れ
る
封
建
的
危
機
の
懸
命
に
あ
る
事
は
明
白
で
あ
る
。

長
日
の
留
守
に
よ
る
農
耕
支
障
、
浪
費
行
為
へ
の
懸
念
は
、
延
宝
五
年
阿
波
藩
の

遠
国
之
仏
神
江
参
詣
並
名
所
見
物
等
に
出
、
所
之
神
仏
を
致
勉
抹
に
、
耕
作
、
家
業
を
怠
り
、
身
体
を
持
崩
し
申
間
敷
事

《四｝

と
の
布
令
が
あ
る
。
更
に
宝
暦
六
年
、
仙
台
藩
で
も
、

て
近
年
湯
殿
行
と
申
、
出
家
、
山
伏
、
行
人
の
所
行
同
然
之
義
仕
、
農
業
を
怠
、
風
俗
を
失
候
者
も
有
之
由
・
・
・
・

《

五

｝

《

六

V

と
あ
り
、
更
に
降
つ
て
は
延
享
の
頃
、
会
津
藩
で
も
同
様
の
事
態
が
憂
慮
さ
れ
て
い
る
。
寛
政
、
文
化
の
頃
、
常
陸
笠
間
藩
主
牧
野
貞
喜
も
倹

約
令
の
一
条
と
し
て
、
遠
隔
参
詣
は
、
往
々
農
期
を
失
い
、
浪
費
す
る
か
ら
と
て
、
乙
れ
を
戒
し
め
て
い
ふ
屯



農
耕
支
障
と
経
済
支
出
に
は
、
季
節
と
共
に
、
参
詣
の
所
要
日
数
が
問
題
と
な
る
が
、
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
人
に
よ
り
、
距
離
に
依
り
一
様
で

は
な
い
、
阿
部
正
精
は
江
戸
中
頃
、
上
野
、
下
野
、
常
陸
等
、
北
関
東
地
方
よ
り
の
伊
勢
参
宮
の
所
要
回
数
を
三
十
日
と
し
て
い
ふ
也

《九）

西
の
四
国
伊
予
の
東
部
小
松
藩
か
ら
の
伊
勢
参
宮
は
、
平
均
三
十
日
前
後
で
あ
り
、
早
い
も
の
は
廿
日
位
で
戻
っ
て
お
り
、
長
州
毛
利
溶
領

土

O）

で
も
、
伊
勢
へ
の
往
来
凡
そ
三
、
四
十
日
で
あ
っ
た
。

更
に
九
州
に
延
び
て
、
筑
前
宗
像
郡
か
ら
宝
暦
、
天
明
の
頃
、
伊
勢
参
宮
、
西
国
巡
礼
は
共
に
平
均
七
八
十
日
で
あ
（
”
に
～
し
か
し
参
詣
に
要

す
る
日
数
は
、
直
接
往
還
日
数
の
み
な
ら
ず
、
旅
立
ち
ゃ
帰
国
の
前
後
数
日
が
、
準
備
や
疲
れ
休
み
等
に
空
費
き
れ
る
為
、
実
質
日
数
は
乙
れ

を
更
に
上
廻
る
。
阿
部
正
精
は
、
叙
上
の
上
野
、
下
野
、
常
陸
等
で
は
、
参
宮
品
川
日
の
外
、

で
計
五
十
日
は
農
耕
を
放
棄
す
る
と
述
べ
て
い
…
十
日

出
立
前
十
日
の
旅
仕
度
、
帰
村
十
日
の
旅
疲
れ

以
上
、
参
詣
に
費
消
す
る
時
聞
は
、
非
生
産
的
な
も
の
に
相
違
な
い
が
、
し
か
し
乍
、
農
閑
期
を
撰
ぶ
場
合
、
そ
わ
程
生
産
の
障
碍
と
は
な

ら
な
い
。
事
実
、
農
民
の
大
半
は
正
、
二
、
三
月
の
農
閑
期
を
利
用
し
て
山
記
の
で
あ
る
か
ら
問
題
は
少
な
い
。
従
っ
て
、
封
建
領
主
の
危
倶
す

る
処
は
、
む
し
ろ
参
詣
に
件
う
浪
費
行
為
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
西
鶴
の
9

日
本
永
代
蔵
u

で、

一
富
者
が
、
貧
乏
追
放
の
処
方
筆
を
求
め
ら

れ
た
時
、
朝
起
は
五
両
、
夜
詰
は
入
両
等
と
勤
勉
の
効
能
を
奨
め
た
外
、
美
食
、
淫
乱
、
絹
物
、
物
参
り
、
心
当
無
し
の
京
上
り
等
の
禁
止
を

（
－
四
）

挙
げ
て
い
る
。

か
く
の
如
く
参
詣
は
、
町
人
、
商
人
の
手
近
か
な
散
財
手
段
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

農
民
参
詣
は
、
商
人
に
比
す
れ
ば
一
般
に
地
味
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
と
て
も
農
民
経
済
に
と
り
極
め
て
重
い
負
担
と
な
る
こ
と
は
い
う
迄
も

な
い
。
そ
の
所
要
経
費
は
個
人
差
が
甚
し
く
、
叉
距
離
、
日
数
に
よ
り
千
差
万
別
で
、
一
律
に
規
定
し
が
た
い
。
磐
城
平
藩
で
は
、
享
保
の
頃
、

｛
一
五
）

伊
勢
、
日
光
、
富
士
、
湯
殿
山
等
の
参
詣
の
経
費
は
、
一
人
五
両
で
あ
り
、
熊
野
は
そ
の
倍
の
十
両
と
概
算
し
て
い
る
。
更
に
先
の
阿
部
正
精

は
常
陸
、
上
野
、
下
野
等
北
関
東
か
ら
の
参
宮
費
用
を
平
均
一
人
一
両
、
約
銭
四
貫
文
と
見
積
っ
て
い
伝
吉
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四

し
か
し
、
更
に
遠
隔
と
な
れ
ば
、
よ
り
巨
費
を
要
す
る
。
天
保
の
頃
、
肥
前
有
田
の
豪
商
正
司
考
棋
は
、
九
州
の
真
宗
門
徒
の
本
願
寺
参
詣

に
触
れ
て
、

円
一
七
V

・
・
米
十
俵
も
蓄
え
れ
ば
上
京
す
・
・
・
・
と
あ
る
が
、

ζ

の
地
方
の
時
価
、
米
一
俵
は
一
貫
で
み
の
る
か
ら
、
十
貫
文
程
度
を
必
要
と
し
た
の
で
あ

る。
こ
れ
ら
の
負
担
は
、
一
般
農
民
に
と
り
決
し
て
軽
い
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
故
に
、
そ
の
調
達
の
為
、
講
や
無
輩
、
頼
母
子
等
の
相
互
援
助
的

結
合
が
必
要
と
な
り
、
乙
れ
ら
が
全
国
に
普
及
し
て
参
詣
に
役
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
尚
、
中
に
は
、
路
次
の
浪
費
に
依
り
、

生
涯
窮
迫
す
る
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。
先
の
延
宝
年
間
の
阿
波
藩
同
様
、
宝
暦
六
年
近
江
彦
根
藩
が
、
用
事
で
京
、
大
坂
に
出

て
、
繁
華
の
巷
に
出
で
遊
興
す
る
事
と
、
他
所
へ
参
詣
に
出
て
身
を
持
崩
す
事
な
き
様
戒
め
た
弘
尽
か
か
る
危
険
が
十
分
予
想
さ
れ
た
か
ら

【
一
九
｝

で
あ
る
。
天
和
、
貞
享
の
頃
、
出
羽
庄
内
地
方
の
参
宮
者
は
と
も
す
れ
ば
伊
勢
よ
り
借
金
し
て
帰
国
し
、
文
化
年
間
、
陸
奥
の
南
、
天
領
塙
地

方
の
知
き
は
、

国
風
に
市
、
西
国
巡
礼
並
伊
勢
参
宮
等
に
分
外
之
金
銭
を
費
し
、
追
年
衰
微
致
し
候
風
俗
有
之
由

｛こ

O｝

の
状
態
で
あ
っ
た
。
天
保
の
頃
、
九
州
で
は
門
徒
の
本
願
寺
参
り
に
は
、
頼
母
子
の
外
に
も
借
財
し
て
出
掛
け
る
が
、
旅
費
が
意
外
に
重
な

り
、
そ
の
負
債
で
一
生
困
窮
す
る
者
が
多
か
1
－
た
よ
農
民
は
生
控
精
々
一
度
の
旅
行
に
、
と
も
す
れ
ば
将
来
を
考
え
ず
、
自
己
の
経
済
力
を
超

え
て
浪
費
し
勝
ち
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

・
領
主
が
か
く
の
知
く
農
民
の
参
詣
を
危
倶
し
た
の
は
、
農
耕
の
支
障
、
浪
費
等
に
依
る
農
民
の
家
計
破
壊
等
、
単
に
個
人
経
済
を
問
題
と
し

た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
や
が
て
領
主
経
済
に
悪
影
響
を
及
す
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
見
遁
し
難
い
こ
と
は
、
大
量
の
貨
幣
の
圏
外
流
出

に
よ
る
領
国
経
済
の
貧
窮
化
が
懸
念
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

会
津
藩
で
は
享
保
元
年



町
郷
村
之
者
共
、
伊
勢
参
宮
に
出
候
由
相
聞
候
、
他
所
へ
金
銀
も
出
、
其
上
金
銀
沢
山
有
之
様
に
相
聞
芳
不
宜
候

と
布
令
し
て
お
り
、
）
又
、
磐
城
平
藩
で
も
、
享
保
三
年
、
他
領
参
詣
の
為
に
国
外
に
流
出
す
る
金
銀
お
び
た
だ
し
い
為
こ
れ
を
制
限
し
て
い
る
。
｝

叉
、
佐
賀
藩
で
も
、
天
明
三
年

彼
是
過
分
之
金
銀
他
邦
江
相
費
候
様
、
相
間
以
之
外
之
事
候

（

ニ

同

｝

｛

二

五

）

と
あ
り
、
叉
毛
利
務
で
も
、
文
政
六
年
、
金
銀
の
流
出
を
理
由
と
し
て
、
参
詣
を
禁
止
し
て
い
る
。

大
名
の
参
詣
制
限
禁
止
は
一
般
に
殆
ど
他
国
の
社
寺
に
限
ら
れ
、
領
内
社
寺
に
寛
大
で
あ
る
の
は
例
証
が
多
い
。
こ
れ
は
距
離
の
遠
近
関
係

に
も
よ
る
が
、
農
民
の
貨
幣
が
い
た
ず
ら
に
他
国
に
棄
て
去
ら
れ
る
の
を
黙
し
得
な
か
っ
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
。

従
っ
て
、
領
主
は
領
主
経
済
の
立
場
か
ら
農
民
の
長
途
参
詣
を
放
任
し
得
な
く
な
っ
た
。
勿
論
、
そ
れ
が
現
実
に
貢
納
を
妨
げ
る
も
の
で
あ

れ
ば
絶
対
に
許
可
さ
れ
な
い
。
従
っ
て
、
岡
山
藩
の
如
く
、
農
民
の
湯
治
願
、
参
宮
願
、
高
野
、
愛
宕
、
金
毘
羅
参
詣
等
の
願
を
、
田
植
弁
に

｛
二
六
｝

麦
年
貢
、
暮
年
貢
取
立
等
の
農
繁
期
を
除
き
許
可
し
た
の
や
、
天
領
陸
奥
白
河
郡
塙
で
、
拝
借
米
銀
や
年
貢
未
進
者
の
参
詣
を
許
さ
ず
、
農
閑

（
二
七
）

期
を
撰
び
、
年
貢
皆
済
の
上
で
始
め
て
認
め
た
の
は
、
当
然
各
藩
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
仙
台
藩
で
も
、
延
宝
の
頃
、
団
地
も
売
ら

ず
、
借
金
も
せ
ず
、
他
よ
り
合
力
も
求
め
ず
、
全
く
の
自
力
で
行
い
得
る
も
の
に
の
み
、
参
詣
を
許
可
し
て
い
む
で

封
建
領
主
は
、
農
民
の
参
詣
意
思
を
尊
重
し
乍
ら
、
そ
の
領
主
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
を
慮
っ
て
、
次
第
に
こ
の
外
種
々
な
規
制
を
加
え
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
費
用
を
最
低
限
に
止
め
る
必
要
か
ら
、
旅
行
日
数
を
制
限
し
た
こ
と
で
あ
る
。
会
津
藩
が
貞
享
の
頃
、
参
宮
者

（
ニ
九
）

に
、
伊
勢
よ
り
直
ち
に
下
向
す
る
様
、
厳
重
に
言
渡
し
た
外
、
各
藩
で
参
詣
日
数
を
一
定
し
て
い
る
の
も
、
そ
の
一
つ
の
現
れ
で
あ
る
。

｛三
O
V

例
え
ば
、
出
羽
新
庄
藩
で
は
、
安
永
六
年
、
伊
勢
参
宮
五
十
日
と
あ
り
、
米
沢
藩
で
は
江
戸
末
四
十
日
な
い
し
六
十
日
と
定
め
た
。
富
山
藩

で
は
、
天
和
三
年
伊
勢
参
宮
二
十
日
、
愛
宕
及
び
石
清
水
入
幡
参
詣
廿
五
日
と
規
忠
一
い
u
延
宝
の
頃
、
加
賀
藩
で
は
参
宮
十
入
日
と
定
め
て
い
b
h
c

（一一一回
V

こ
れ
に
対
し
て
、
西
園
地
方
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
毛
利
藩
で
は
宝
暦
十
四
年
伊
勢
参
宮
井
に
仏
詣
で
に
九
十
日
の
手
形
を
発
行
し
て
い
る
が
、

近
世
参
詣
に
対
す
る
封
建
的
規
制
（
新
城
）

五



近
世
参
詣
に
対
す
る
封
建
的
規
制
（
新
城
）

占，、

A

三
五
V

更
に
、
四
国
土
佐
藩
で
は
寛
延
の
頃
、
四
国
遍
路
百
日
迄
と
あ
り
、
寛
酸
の
頃
六
旬
と
規
定
し
て
い
る
。
更
に
北
九
州
に
入
つ
て
は
、
伊
勢
参

宮
、
百
日
が
通
例
で
あ
る
。
則
ち
福
岡
藩
で
は
、
延
事
四
年
伊
勢
参
宮
百
目
、
英
彦
山
及
び
雲
仙
岳
は
夫
々
十
五
日
と
あ
思
｝
元
文
五
年
同
じ

く
伊
勢
参
宮
百
目
、
明
和
四
年
に
は
、
伊
勢
参
宮
百
目
、
但
し
、
金
毘
羅
参
り
、
山
口
参
り
、
近
国
入
湯
は
、
そ
の
時
の
顕
に
依
り
、
日
数
相

極
め
と
あ
又
百
七
貯
に
隣
藩
、
佐
賀
藩
で
も
、
同
じ
く
伊
勢
参
宮
百
日
は
、
元
禄
円
以
来
幕
末
迄
変
更
が
な
か
丸
一
信
同
藩
で
は
こ
の
外
、
宝
暦
の

頃
、
英
彦
山
十
五
日
、
温
泉
寺
廿
五
日
の
規
定
が
九
む
こ
れ
を
更
に
、
同
じ
く
佐
賀
藩
諌
早
領
で
、
明
和
安
永
の
頃
、
伊
勢
参
宮
そ
の
外
、

【四
O】

各
種
の
手
形
の
実
際
に
徴
す
れ
ば
、
そ
の
規
定
さ
れ
た
回
数
は
お
よ
そ
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。

伊
勢
参
宮
の
み
の
場
合

普
通
百
日
｜
稀
に
百
廿
日

四

国

遍

路

五
十
日

伊
勢
参
宮
及
高
野
山
詣
で

百
廿
日

金
毘
羅
、
高

野

百
廿
日

伊
勢
参
宮
及
西
国
巡
礼

百
廿
日
｜
百
五
十
日

伊
勢
、
四
国
遍
路

百
八
十
日

伊
勢
、
高
野
、
西
国

百
五
十
日

l
百
八
十
日

四
国
遍
路
、
金
毘
羅

百
日

伊
勢
参
宮
、
西
国
巡
礼
、
金
昆
羅

百
五
十
日

l
百
八
十
日

伊
勢
、
西
園
、
高
野
山
、
金
昆
羅

伊
勢
参
宮
、
善
光
寺

百
五
十
日

l
百
八
十
日

百
五
十
日

伊
勢
、
高
野
、
善
光
寺

百
八
十
日



伊
勢
参
宮
、
西
国
巡
礼
、
善
光
寺

百
入
十
日

伊
勢
、
西
園
、
善
光
寺
、
四
国
遍
路
、
日
光
、
江
の
島
弁
財
天

二
百
入
十
日

大
体
以
上
の
如
く
で
あ
る
。
以
上
概
観
す
れ
ば
西
国
が
東
固
に
比
し
て
、
大
分
寛
大
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
は
注
目
す
べ
・
き
で
あ
ろ
う

が
、
そ
の
理
由
は
十
分
明
か
で
な
い
。
こ
れ
ら
の
日
数
は
厳
守
さ
れ
た
が
、
実
際
の
所
要
日
数
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
毛
利
藩
で

は
、
先
の
如
く
通
常
伊
勢
参
宮
三
四
十
日
と
し
乍
ら
、
宝
暦
年
間
九
十
日
の
手
形
が
あ
り
、
北
九
州
筑
前
ゃ
、
佐
賀
藩
諌
早
領
で
も
、
伊
勢
参

〈
四
乙

宮
百
日
の
規
定
に
拘
ら
ず
、
実
際
の
語
例
で
は
、
そ
の
殆
ど
が
七
、
入
十
日
に
過
ぎ
な
い
。
叉
、
四
国
遍
路
は
、
土
佐
藩
の
規
定
で
六
十
日
か

【
四
＝
）

ら
百
日
で
あ
る
が
、
乙
れ
を
伊
予
小
松
藩
領
国
の
実
際
に
徴
す
れ
ば
、
三
四
十
日
が
普
通
で
、
稀
に
最
高
入
十
日
で
あ
り
、
十
分
余
裕
が
あ
る
。

し
か
も
伊
勢
参
宮
等
の
場
合
、
京
都
大
和
等
そ
の
他
を
廻
遊
し
て
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
西
国
の
回
数
規
定
は
、
領
民
の
参
詣
を

そ
れ
程
圧
迫
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
乙
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

（ニ）

他
国
旅
行
、
遠
隔
参
詣
は
農
政
上
、
領
主
に
と
っ
て
希
し
き
こ
と
で
な
く
、
従
っ
て
、
こ
れ
を
制
限
し
禁
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
も
少
な
く

な
か
っ
た
。

江
戸
時
代
初
期
の
例
で
は
、
仙
台
藩
で
は
、
延
宝
三
年
二
月
御
定
ケ
条
の
中
で
、
在
々
百
姓
の
伊
勢
、
熊
野
、
高
野
、
湯
殿
参
詣
井
に
ぬ
け

円四一ニ｝

A

四
阿
V

参
り
を
堅
く
停
止
し
た
σ
更
に
肥
前
大
村
藩
で
も
貞
享
二
年
、
遠
因
物
詣
井
に
順
礼
無
用
た
る
べ
し
と
、
原
則
的
に
、
乙
れ
を
禁
止
し
た
。
乙

れ
は
先
掲
の
五
人
組
帳
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
ら
の
全
て
の
場
合
、

w
無
拠
子
細
a
を
理
由
に
許
可
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
実
効
程
度
は
疑
わ
し
い
。
更
に
、
明
和
年
間
、
岸
和
田
藩
で
は
、
他
国
参
詣
を
禁
止
し
た
が
、
同
領
民
に
最
も
関
係
深
い
伊

（
四
五
】

勢
参
宮
及
び
高
野
山
弁
に
本
願
寺
の
参
詣
は
、
除
外
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
例
と
し
て
は
、
文
佑
四
年
、
備
前
地
方
で
は
、
他
国

近
世
参
詣
に
対
す
る
封
建
的
規
制
（
新
城
）

七



近
世
参
詣
に
対
す
る
封
建
的
規
制
（
新
城
）

i¥ 

【
四
六
回

諸
神
、
諸
仏
参
詣
が
、
民
神
を
忽
せ
に
す
る
と
の
理
由
で
、
こ
れ
を
制
限
し
、
叉
常
陸
笠
間
藩
で
も
同
様
で
あ
り
、
叉
文
政
の
頃
、
筑
後
柳
河

｛
阿
七
回

藩
や
弘
佑
年
間
、
久
留
米
藩
で
も
参
宮
や
他
国
夫
湯
を
な
る
べ
く
禁
止
さ
せ
て
い
る
。

以
上
の
例
は
何
れ
も
禁
止
令
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
制
限
令
で
あ
る
が
、
か
か
る
制
限
は
具
体
的
に
如
何
な
る
具
体
的
な
方
法
に
依
っ
て
行

わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

領
主
の
参
詣
制
限
の
中
、
最
も
多
い
の
は
、
一
年
聞
の
参
詣
人
数
を
制
限
す
る
乙
と
で
あ
る
。
則
ち
延
宝
七
年
久
留
米
藩
の
、
参
宮
者
一
郡

四

八

】

【

四

九

V

一
人
を
始
め
と
し
、
貞
享
二
年
岡
山
藩
の
、
金
毘
羅
参
り
一
村
一
名
寛
政
年
間
並
に
文
政
十
三
年
、
天
保
年
聞
か
ら
嘉
永
迄
小
倉
藩
の
参
宮

並
に
本
願
寺
参
り
は
一
手
永
十
名
で
あ
っ
た
。
一
手
永
は
十
ケ
村
前
後
で
あ
る
か
ら
一
村
一
名
程
度
或
は
一
名
弱
と
観
ら
れ
む
屯
更
に
、
肥
前

《
五
一
ザ

一
掛
よ
り
二
人
が
認
め
ら
れ
た
が
、
一
掛
と
は
数
ケ
村
よ
り
成
る
。
従
っ
て
恐
ら
く
一
村
一
名
弱
と
な
る
が
、
五

五
島
藩
で
は
、
寛
政
前
後
、

島
の

向
山
一
｝
’
一
、
か
く
の
知
し
と
も
言
え
よ
う
。

百
軒
以
下
の
村
で
、

更
に
、
寛
政
十
一
年
南
陸
奥
天
領
塙
で
は
、
代
官
の
布
令
に
、
遠
国
神
社
の
代
参
講
の
代
参
は
、

町
五
＝
】

一
人
と
な
っ
て
い
る
。

一
年
お
き
に
、
百
軒
以
上
の
村
で
二
人
、

乙
の
よ
う
な
人
数
制
限
の
外
に
、
肥
前
佐
賀
藩
諌
早
領
の
如
く
、
代
表
の
庄
屋
の
参
宮
だ
け
を
認
め
る
方
法
も
あ
っ
位
吃

封
建
的
危
機
が
迫
る
に
つ
れ
て
、
倹
約
令
の
一
環
と
し
て
一
大
消
費
行
為
た
る
参
詣
制
限
が
強
佑
き
れ
、
更
に
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
る
傾
向

が
い
よ
い
よ
濃
厚
と
な
っ
た
。

領
民
は
、
当
時
他
国
旅
行
、
遠
隔
参
詣
の
為
、
現
在
の
如
く
、
自
由
に
家
を
出
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
途
中
の
関
所
通
過
の
為
往
来
手

内
五
四
日

形
、
関
所
手
形
を
必
要
と
し
た
が
、
こ
れ
は
、
普
通
E
那
寺
や
村
役
人
か
ら
簡
単
に
交
付
さ
れ
る
か
、
更
に
領
外
に
出
る
場
合
、
庄
屋
五
人
組

【

E
五｝

に
届
出
れ
ば
済
む
も
の
も
あ
っ
た
が
、
多
く
は
領
主
に
申
請
し
て
そ
の
許
可
を
要
し
た
。
か
か
る
規
定
は
早
く
も
毛
利
藩
に
万
治
四
年
の
法
令

【
五
六
）

に
見
る
外
、
奥
羽
八
一
戸
藩
、
日
向
延
岡
藩
等
の
規
定
に
も
あ
り
、
か
か
る
手
続
を
採
っ
た
実
例
は
、
伊
予
小
松
藩
、
佐
賀
藩
諌
早
領
、
武
蔵



〔
五
七
｝

忍
藩
秩
父
領
で
も
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
領
主
は
か
か
る
手
続
の
過
程
に
於
て
、
領
民
の
他
出
を
抑
制
し
、
制
限
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
制
限
は
実
際
ど

の
程
度
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
記
録
の
限
り
で
は
許
可
の
例
の
み
で
、
不
許
可
に
し
た
史
料
は
殆
ど
見
ら
れ
ず
、
恐
ら
く
条
件
と
資
格
に

欠
く
こ
と
な
く
ば
、
殆
ど
許
可
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

社
寺
参
詣
の
禁
止
は
、
領
民
の
内
奥
に
根
ぎ
す
深
い
希
望
を
抑
圧
す
る
も
の
で
あ
り
、
人
心
の
把
握
上
、
容
易
に
踏
み
切
れ
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
と
く
に
伊
勢
神
宮
に
於
て
著
し
か
っ
た
。

大
勢
の
百

姓
が
、
参
宮
し
た
為
に
、
生
産
力
の
低
下
と
、
地
下
の
難
儀
と
が
、
憂
慮
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
有
力
な
制
止
手
段
を

伊
勢
は
、
我
大
廟
の
こ
と
な
れ
ば
、
大
廟
を
拝
す
る
乙
と
を
禁
ず
る
乙
と
、
大
に
民
の
、
む
を
取
り
失
ふ
こ
と
な
り

『
問
｝

と
は
、
海
保
育
陵
か
稽
古
談
u

の
一
節
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
杷
憂
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
会
津
藩
で
延
享
の
頃
、

採
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
藩
当
局
が
幾
度
か

神
参
之
事
に
候
へ
ハ
不
残
曽
留
候
と
申
も
如
何
可
有
之
哉

円
五
八
d

と
悩
み
続
け
た
為
で
三
藩
財
政
の
危
機
と
、
神
参
り
と
く
に
伊
勢
参
宮
へ
の
領
民
の
熱
望
と
の
聞
に
、
動
揺
を
続
け
、
容
易
に
結
断
を
下
し
得

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
民
心
の
強
い
希
望
を
考
慮
す
る
時
、
社
寺
参
詣
、
と
く
に
伊
勢
参
宮
の
禁
止
は
容
易
に
断
行
し
得
な
か
っ

た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
近
世
後
期
、
各
藩
で
、
こ
れ
を
敢
て
行
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
封
建
的
危
機
の
深
刻
3
が
、
も
早
ゃ
、
そ
れ

を
も
看
み
得
な
い
程
の
事
態
に
立
至
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

佐
賀
藩
諌
早
領
で
も
、
安
永
の
頃
、
伊
勢
参
宮
、
西
国
巡
礼
、
高
野
参
詣
等
を
禁
止
し
て
い
た
が
、
安
永
六
年
に
至
っ
て
、
こ
れ
を
撤
廃
し

｛
五
九
）
た。

h
u
ハ
O
V

豊
前
中
津
藩
で
は
文
政
十
年
伊
勢
参
宮
、
本
山
参
り
他
所
見
物
は
一
定
年
間
禁
止
し
、
天
保
十
三
年
播
磨
加
西
郡
西
剣
坂
村
地
方
の
倹
約
令

近
世
参
詣
に
対
す
る
封
建
的
規
制
（
新
城
）

九
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円六一
v

で
も
、
遍
路
、
六
部
の
接
待
停
止
と
共
に
、
他
国
へ
の
神
仏
詣
で
を
五
年
間
禁
止
し
た
。
広
島
藩
で
も
嘉
永
二
年
参
宮
並
に
他
国
出
を
一
切
差
留

が
一
、
出
羽
村
山
郡
地
方
で
は
嘉
永
六
年
単
損
に
よ
る
民
衆
困
却
の
為
、
藩
主
酒
井
忠
良
は
向
う
三
ヶ
年
の
倹
約
令
を
施
行
し
、
そ
の
聞
の
参
宮

を
禁
止

h
m
w
し
か
し
、
禁
止
令
は
と
の
よ
う
に
、
必
ず
し
も
恒
久
的
な
措
置
で
は
な
く
、
三
年
な
り
五
年
な
り
の
、
藩
財
政
危
機
打
開
の
臨

時
的
対
策
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
藩
主
は
、
落
財
政
の
危
機
程
度
、
米
産
の
豊
凶
等
と
幌
み
合
せ
て
、
農
民
の
出
園
、
行
旅
、
参
詣
等
の
制

限
を
、
或
は
緩
め
、
或
は
厳
に
し
た
の
で
あ
る
。
天
保
六
年
、
備
後
福
山
藩
の
儒
官
江
木
鰐
水
が
参
宮
し
た
時
、
殊
に
九
州
の
肥
州
、
筑
州
の

【
六
四
喧

参
宮
者
が
多
か
っ
た
が
、
乙
れ
は
前
年
豊
作
の
為
、
藩
主
が
民
衆
の
参
詣
を
自
由
に
許
可
し
た
か
ら
と
い
う
の
は
か
か
る
例
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
作
ら
、
江
戸
の
中
末
期
以
降
に
於
て
は
、
藩
財
政
の
困
窮
は
慢
性
的
症
状
佑
し
て
い
た
か
ら
、
財
政
教
済
の
為
の
参
詣
の
禁
止
令

lま

一
日
一
は
あ
る
期
閣
を
限
つ
で
も
、
半
永
久
化
す
る
場
合
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
米
沢
藩
で
は
伊
勢
参
宮
、
湯
殿
山
参
り
を
寛
政
七
年
に
於

て
向
う
七
年
間
の
期
限
付
き
で
禁
止
し
た
が
、
期
限
の
享
和
元
年
に
更
に
七
年
を
延
期
し
た
。
更
に
文
佑
六
年
に
至
り
五
ヶ
年
を
延
期
し
、
五

年
目
の
文
佑
十
年
に
至
っ
て
同
十
四
年
迄
、
更
に
三
年
を
延
し
た
。
実
に
二
十
二
年
間
禁
止
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
、
文
化
十
四
年
遂
に
解
除

内
六
五
回

さ
れ
た
が
、
間
も
な
く
文
政
十
三
年
再
び
禁
じ
、
引
き
続
き
幕
末
に
及
ん
で
い
る
。

一
見
期
限
付
き
の
禁
止
令
で
も
、
藩
財
政
の
建
直
し
が
困
難
な
、
江
戸
後
期
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
は
、
米
沢
藩
の
如
く
、
半

以
上
の
如
く
、

ぱ
恒
久
佑
す
る
場
合
も
稀
で
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
乍
ら
、
そ
の
禁
令
は
果
し
て
額
面
通
り
に
厳
守
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
禁
令
中

に
も
拘
ら
ず
、
乙
れ
を
胃
し
て
多
数
の
も
の
が
、
参
詣
に
出
掛
け
る
例
が
ま
ま
認
め
ら
れ
る
の
は
、

乙
の
種
の
禁
令
の
実
施
の
困
難
さ
と
共

に
、
領
主
が
、
そ
の
実
施
に
、
必
ず
し
も
百
%
の
熱
意
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
文
佑
の
頃
、
佐
賀
藩
で
は
、
他

2
ハ
穴
｝

国
参
詣
の
禁
止
中
に
も
拘
ら
ず
、
国
を
越
え
て
、
筑
前
太
宰
府
天
満
社
に
赴
く
者
移
た
だ
し
く
、
豊
前
中
津
藩
で
は
、
文
政
年
間
他
所
参
詣
禁

円
六
七
』

止
中
に
も
拘
ら
ず
、
尚
、
禁
を
胃
す
も
の
が
多
っ
た
。
更
に
、
前
述
の
如
く
米
沢
藩
で
は
、
久
し
く
伊
勢
参
宮
、
会
津
柳
津
虚
空
蔵
、
湯
殿
参

詣
等
を
禁
止
し
た
が
、
天
保
前
後
、
農
民
、
町
人
等
、

一
切
乙
れ
を
用
い
ず
、
と
く
に
天
保
三
年
春
に
は
、
参
宮
人
が
大
勢
群
を
な
し
た
と
い



｛
六
八
｝

う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
領
民
の
参
詣
に
対
す
る
強
い
要
望
は
、
封
建
領
主
を
し
て
、
長
期
に
亘
っ
て
、
領
民
の
参
詣
を
抑
止
す
る
こ
と
を
困
難
な
ら

し
め
た
。
参
詣
禁
止
が
常
に
期
限
付
、
き
で
あ
っ
た
の
は
恐
ら
く
こ
の
為
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
禁
令
の
解
除
が
禁
令
の
理
由
で
あ
る
藩
財
政
の
建

直
し
の
成
功
に
自
ら
ず
、
往
々
民
心
に
及
ぼ
す
影
響
を
慮
つ
て
の
政
治
的
措
置
で
あ
っ
た
の
は
、
先
、
喝
さ
の
禁
令
中
の
領
民
の
参
詣
と
共
に
、
民

衆
の
参
詣
へ
の
希
望
が
如
何
に
根
強
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
、
そ
の
禁
止
が
如
何
に
困
難
な
も
の
で
あ
る
か
を
示
し
て
余
り
あ
ろ
う
。

元
来
日
本
開
祖
の
神
社
－
一
候
得
ハ

と
い
う
の
で
あ
1
占
凶
目
叉
米
沢
藩
で
も
文
佑
十
四
年
に
至
っ
て
、
永
年
の
参
詣
禁
止
令
を
解
い
た
が
、
こ
れ
は
禁
止
の
理
由
で
あ
っ
た
財
政
の

肥
前
五
島
藩
で
は
、
百
姓
町
人
の
参
宮
を
禁
止
し
て
い
た
が
、
寛
政
十
二
年
に
至
っ
て
解
除
し
た
。
し
か
し
そ
の
理
由
は
、

参
拝
の
志
あ
る
比
マ
）
無
拠
事
ニ
：
．

此
土
ニ
生
れ
候
て
ハ

不
抑
貴
賎

困
窮
が
解
決
さ
れ
た
か
ら
で
は
な
く
、

・
・
・
無
際
限
被
差
留
置
候
於
者
人
情
も
如
何
ニ
付
・
－
－
－

A

七
O】

と
、
領
民
の
不
満
を
抑
え
か
ね
て
の
止
な
き
措
置
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

民
衆
の
根
強
い
参
詣
に
対
す
る
希
望
が
封
建
領
主
の
、
参
詣
禁
止
の
徹
底
佑
を
阻
み
、
そ
の
長
期
継
続
を
困
難
に
し
た
が
、

ζ

れ
に
は
そ
の

外
、
社
寺
側
の
撤
廃
運
動
が
与
っ
て
力
あ
る
場
合
も
あ
っ
た
、
則
ち
参
詣
の
禁
令
は
、
社
寺
に
と
り
、
と
く
に
そ
の
領
国
を
地
盤
と
す
る
御
師
、

宿
坊
に
と
り
致
命
的
な
打
撃
と
な
っ
た
為
、
彼
等
は
封
建
領
主
に
積
極
的
に
運
動
し
て
、
こ
れ
が
撤
廃
を
企
て
て
い
る
。
佐
賀
藩
で
、
安
永
六

（
七
一
｝

年
と
、
寛
政
七
年
の
両
度
に
亘
り
御
師
橋
村
氏
の
熱
心
な
陳
情
に
よ
り
禁
令
を
解
除
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。

江
戸
後
期
に
頻
発
さ
れ
た
各
藩
の
参
詣
禁
止
令
は
、
た
し
か
に
民
衆
の
参
詣
に
対
す
る
政
治
的
蝉
圧
で
あ
っ
た
に
は
相
違
な
い
。
し
か
し
乍

ら
、
そ
れ
ら
は
一
応
期
限
付
、
き
で
あ
り
、
禁
令
中
に
も
拘
ら
ず
抜
出
す
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
様
に
、
必
ず
し
も
取
締
り
は
、
徹
底
的
で
は

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
更
に
領
国
の
内
外
に
亘
り
、
そ
の
禁
止
を
長
期
間
継
続
す
る
こ
と
を
困
難
な
ら
し
む
る
事
情
が
潜
在
し
て
お
っ
た
の

近
世
参
討
に
対
す
る
封
建
的
規
制
（
新
城
）
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る
。
か
く
考
察
す
る
場
合
、
諸
務
の
禁
止
令
は
、

一
般
的
に
は
領
民
に
対
し
、
そ
れ
程
深
刻
な
影
響
を
与
え
、
近
世
参
詣
界
の
趨
勢
を
大
き
く

左
右
す
る
程
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

（三）

か
く
の
如
く
、
と
く
に
近
世
後
期
封
建
領
主
は
、
農
民
の
他
国
行
旅
、
参
詣
を
抑
制
し
よ
う
と
、
制
限
、
禁
止
の
庄
力
政
策
を
採
っ
た
が
、

そ
の
外
い
ろ
い
ろ
と
積
極
的
対
策
を
講
じ
た
。
そ
の
一
つ
に
領
内
に
夫
々
の
社
寺
を
勧
諮
建
立
し
て
、
そ
の
参
詣
を
以
て
、
本
社
本
寺
の
参
詣

に
代
替
せ
し
め
よ
う
と
す
る
合
理
的
な
足
留
め
策
が
あ
っ
た
。

会
津
で
は
、
保
科
正
之
が
、
領
内
か
ら
伊
勢
参
宮
、
熊
野
詣
、
西
国
巡
礼
に
出
る
者
が
多
く
、
国
の
費
と
な
る
為
、
領
内
に
伊
勢
神
宮
、
熊

（
七
二
）

野
社
、
会
津
三
十
三
所
観
音
を
設
け
た
と
の
伝
承
が
あ
る
。
正
之
は
上
述
の
如
く
、
貞
享
年
間
、
巡
礼
の
出
国
を
禁
止
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の

可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
が
、
未
だ
そ
の
確
証
を
得
な
い
。
し
か
し
か
か
る
例
は
必
ず
し
も
稀
で
な
い
様
で
あ
る
。
天
明
の
頃
、
古
川
古
松

軒
の
か
西
遊
雑
記
。
が
、
佐
賀
溶
で
は
、
家
法
に
て
他
国
旅
行
を
厳
重
に
制
限
し
た
の
で
、

か
か
る
法
あ
る
故
、
伊
勢
参
宮
、
大
社
へ
参
詣
す
る
に
も
願
事
六
っ
か
し
、
そ
れ
故
に
や
、
天
照
大
神
を
初
と
し
、
海
内
名
あ
る
神
社
を

勧
諦
せ
し
所
有
り
、
国
中
の
人
は
、
此
社
中
へ
参
詣
し
て
事
を
済
す
と
云
、
甚
便
利
の
制
度
に
し
て
、
国
の
人
を
一
人
も
減
少
す
ま
じ
き

と
誌
し法
てに
い【て
る豆他
o－国

i乙
な
き
制
度
な
り

乙
の
H

西
遊
雑
記
u

の
名
誉
の
為
、
傍
証
を
掲
げ
よ
う
。
佐
賀
藩
諌
早
領
で
は
、
乙
れ
よ
り
数
年
前
の
安
永
五
年
頃
、
伊
勢
参
宮
を
惣
代
庄

屋
を
除
き
、
全
商
的
に
禁
止
し
て
い
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に

佐
嘉
伊
勢
社
へ
参
宮
仕
候
様



｛
七
四
）

と
、
城
下
町
佐
賀
に
あ
る
伊
勢
社
へ
の
参
宮
巻
奨
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
降
っ
て
、
文
佑
の
頃
、
同
藩
で
は
、
他
国
参
詣
の
禁
止
中
に
も

拘
ら
ず
、
国
を
越
え
て
、
筑
前
太
宰
府
天
満
社
に
赴
く
者
彩
た
だ
し
い
の
で
、
牛
島
等
領
内
の
天
満
社
に
参
る
よ
う
に
と
布
令
を
発
し
て
わ
九
月
L

佐
賀
落
が
出
来
る
だ
け
他
国
参
詣
を
領
内
社
寺
へ
の
参
詣
に
転
換
せ
し
め
よ
う
と
図
っ
て
い
る
事
は
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
乍
ら
、
同
じ
く
肥
前
の
豪
商
正
司
考
棋
に
依
れ
ば
、
か
か
る
例
は
、
佐
賀
藩
以
外
に
も
あ
っ
た
ら
し
く
、
彼
は
各
地
の
参
詣
の
盛
行

を
叙
し
た
後
で
、

故
ニ
国
ニ
由
テ
ハ
領
内
ニ
建
置
ル
レ
ド
モ
信
仰
セ
ズ

と
、
国
外
参
詣
を
抑
え
る
為
、
領
内
に
伊
勢
神
宮
、
金
毘
羅
社
等
を
勧
請
す
る
国
々
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
（
h
u

法
華
ハ
甲
州
身
延
山
、
他
宗
ハ
讃
州
金
昆
羅
、
伊
勢
等
に
往
ク

別
述
し
た
処
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
於
て
は
、
西
国
観
音
霊
場
、
四
国
札
所
等
が
全
国
的
に
各
所
に
数
多
く
移
植
会
れ
て
お
り
、
私
の
調

査
だ
け
で
も
西
国
霊
場
の
地
方
版
は
七
十
余
所
に
及
ん
で
い
る
。
そ
の
大
半
は
篤
信
者
や
寺
側
の
発
起
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
が
、
中
に
は
領

主
の
設
立
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。

こ
れ
に
は
先
き
の
会
津
三
十
三
所
の
伝
称
の
外
、
近
江
膳
所
城
下
三
十
三
所
が
、
城
主
本
多
久
充
に
よ
っ
て

宝
永
五
年
設
け
ら
れ
た
等
の
例
が
あ
る
。
そ
の
設
立
の
趣
旨
は
国
家
安
寧
民
物
豊
韓
の
為
と
使
老
少
男
女
不
渉
山
川
万
里
之
険
路
一
日
之
中
一

（
七
七
｝

境
之
間
市
果
順
札
之
願
者
乎
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
こ
れ
亦
、
封
建
領
主
に
よ
る
領
民
閉
じ
込
め
の
高
等
政
策
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
乍
ら
、
か
か
る
地
方
的
な
分
社
、
末
寺
、
霊
場
等
の
参
詣
で
は
、
敬
虐
な
信
者
に
は
十
分
な
満
足
を
与
え
ず
、
し
か
も
多
く
の
民
衆

に
と
り
、
遠
隔
参
詣
は
信
仰
行
為
で
あ
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
遊
楽
手
段
で
あ
る
か
ら
、
分
社
、
末
寺
の
勧
請
建
立
は
、
足
留
め
策
と
し
て
、
恐

ら
く
無
意
味
に
近
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
正
司
考
棋
の
・
・
・
回
国
ニ
由
テ
ハ
領
国
ニ
建
置
ル
レ
ド
モ
信
仰
セ
ズ
・
・
・
・
と
の
評
言
の
如
く
、

般
に
実
効
は
薄
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
先
述
の
如
く
安
永
の
頃
、
佐
賀
藩
諌
早
領
か
ら
伊
勢
参
宮
そ
の
外
多
数
の
手
形
が
発
行
さ
れ
て
お
り
、

天
明
三
年
に
は
参
詣
者
に
よ
る
多
額
の
金
銀
流
出
が
憂
慮
さ
れ
て
い
る
程
で
あ
る
。

封
建
的
危
機
の
深
佑
に
基
づ
い
て
、
領
民
の
私
生
活
全
般
に
対
す
る
封
建
的
規
制
が
、

い
よ
い
よ
厳
し
く
な
る
に
伴
な
い
、
領
民
最
大
の
消

近
世
参
詣
に
対
す
る
封
建
的
規
制
（
新
城
）
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四

費
行
為
た
る
行
旅
参
詣
に
対
す
る
制
限
が
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Feudal Regulations of Pilgrimage in the 

Edo Age. 

by Tsunezo SHINJO 
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With the economic growth of peasantry in the Edo age, the 

volume of traffic and the number of pilgrims increased rapidly. But 

the difficulties in pilgrimage were not so much as they had been in 

the mediaval age. While the difficulties in the mediaval age were 

chiefly social or economic (bandits, pirates, and customs duties), 

those in the Edo age were political (feudal regulations). This trans­

mutation of the character of the difficulties shows the results of the 

evolution in the feudal system from the mediaval to the Edo age. 

Considering the interference with the agricultural work, the waste 

in peasants' life, and the outflow of money to the other domains, 

feudal lords made an attempt to restrict the long journey for pilgrimage 

among the common people, especially among the peasantry. But this 

oppressive polioy could hardly succeed because of the eager desire of 

the common people. Thus the number of pilgrims increased enomously. 
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